
脳性麻痺児者への作業療法
―現在，過去，そして，未来を拓く

特集にあたって
　わが国に脳性麻痺児の神経生理学的治療法が輸入され，取り組ま
れるようになってから 50 年が経とうとしている．当時，「正常化する
かもしれない」と取り組みはじめた，理学療法を中心とした各種治療
法……．私たちセラピストのみならず，家族をも翻弄している地域格
差と施設間格差，そして，医師の治療方針の見解の違いの一部は，い
まだにこれら各種治療法の違いに原因があると聞く．理学療法中心
の各種治療法に伴走してきた私たち OT にとって，各種治療法から受
けた恩恵と残されている課題とは何なのだろうか？
　一方，脳性麻痺児の疾病および障害構造は，医療技術・社会構造・
家族構造とともに大きく変化した．障害観・死生観等，私たちの生き
方・価値観も変化した．地域包括ケアの推進とともに，重い障害があ
りながら幼少期から児童デイサービス等で手厚く支援を受けること
も可能な時代になってきた．
　あらゆるものが移り変わっていくけれど，生まれながら障害のあ
る子どもの地域社会の中での自立を家族や支援者と共に支援す
る―作業療法の目的と OT の役割は変わることはない．新しい時代
を切り拓くために，本特集では脳性麻痺児者への作業療法の今を見
つめ，長年の取り組みを総括し，清算する機会としたい．
 （黒澤淳二）

企 画 担 当

黒澤淳二（大阪発達総合療育センター，OT）
山本伸一（山梨リハビリテーション病院，OT）
西出康晴（倉敷中央病院，OT）
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